R５県総体 直前確認事項
試合運営に関わって
1 集合時間の確認について
・1,2試合目のチームは8:20までに集合をお願いします。
※第1試合の生徒役員は第2試合の2チームから4人ずつ出し合って行います。
・3,4試合目のチームはプロトコールに間に合うように集合して下さい。
※試合開始予定時間は
第１試合９時、第２試合１０時、第３試合１１時、第４試合１２時
ですが、その１１分前にプロトコールとなります。また、試合展開で開始予定時間よりも早まる可能性もあります。余裕をもって集合して下さい。
・会場設営チームは7:30までに集合をお願いします。
2 試合間の練習について
・第１試合については8:20に集合し、準備ができてから試合開始までの時間。それ以降のチームは前の試合が終わってから次の試合が始まるまでの時間に練習可能です。
前の試合の記録をまとめ、次の試合の準備ができるまで５分程度（選手権では５分以上ありました。）の練習時間はあります。
※審判の準備ができてから合同５分の練習時間はとりません。
③ 撮影許可シールについて
　・申請されたチームにおいて、撮影許可シールをお渡しします。（今大会はチーム数が多いため、ネームプレートではなく、シールを用意させていただきました。）各顧問の先生に渡したいと思いますので、本部まで取りに来てください。５枚お渡しします。
4 参加同意書について
バレーボール専門部では参加同意書について本部に提出ではなく、顧問保管となります。
駐車場関係について
1 乗り合わせのお願いについて
・会場使用上の注意がホームページにアップされていますので、バスや保護者の車についてよくご確認下さい。また、どの会場も駐車場には限りがあるので、できるだけ乗り合わせでお願い致します。
2 トラブルの回避について
・コロナ前の大会では、駐車場トラブル（路上駐車、騒音、喫煙等）で地域からの苦情がありました。選手が大会に集中できる環境を整えるためにも、大人が節度ある行動をとり、子どもたちを守っていきましょう。
体調面に関わって
1 熱中症対策について
・連日暑い日が続いております。専門部でも緊急時には対応しますが、基本的には各チームでスポーツドリンク、塩分タブレット、経口補水液、氷等の準備をしていただき、予防を徹底して下さい。
2 手指消毒について
・気になるようであれば、基本的に各自でご用意をお願い致します。専門部でもコロナ禍で用意した手指消毒セットがありますので、ある分は出したいと思いますが、全会場分は用意できないので、ご承知おき下さい。
オープン参加となり、初の大会です。初めて県大会に出場するチームもありますので、必ずこの資料をご確認下さい。以下、「競技上の注意」、「テクニカルタイムアウト」、の資料を添付します。ご確認下さい。
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　出場チーム監督　殿
「競技上の注意」について
中体連バレーボール専門部　競技委員会
（１）選手の服装
・短パンの下にはくストロングパンツは、着用の場合は見えないように着用すること。
・腰に巻くコルセット等はユニフォームと同色にするか、中に入れること。
・リベロ選手が２名時はベストも２色とする。（色違い【反対色】のユニフォームでも可。）

・ソックスについてはくるぶしよりも長いものを着用すること。（ｽﾆｰｶｰｿｯｸｽは不可）
（２）監督、コーチ、マネージャーの服装（ベンチに入るとき）
・短パン、キュロット、ランニングシャツ・タンクトップ等は着ないこと。

・監督・コーチ・マネージャーは、ワッペンを着用すること。
・監督，コーチは同じような服装が望ましい。（同じ色のポロシャツなど）
（３）ベンチに持ち込めるものについて
・ﾒｶﾞﾎﾝ、バケツ、ﾏｽｺｯﾄ等は持ち込まないこと。（ﾎﾞﾄﾙを入れる空ﾊﾞｹﾂは可）
・セット間（タイムアウト時）など、熱中症対策のためのうちわ（通常使用するサイズ）の持ち込みを認める。ただし、応援のための使用は認めない。

・飲み物に関しては、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ禁止。ｽｸｲｽﾞﾎﾞﾄﾙ、ﾜﾝﾀｯﾁ式水筒は可とする。

　（飲み物はカゴなどにまとめ、ベンチ周りを綺麗に保つ。）
・通信機器（タブレット、スマホ）はベンチで使用しないこと。（全中の基準）
（４）選手工ントリー変更と監督・コーチ・マネージャーの変更
・選手のエントリー変更については、開会式終了直後に、各会場競技委員あてに手続きすること。（・大会を通しての変更。・以後の変更はできない）

・監督・コーチ・マネージャーの変更については１日目開会式直後、２日目、３日目開始式直後に、競技委員あてに手続きをすること。（１日ごと変更ができる）
（５）ワイピング
・ワイピング（汗で床が濡れ、その汗をふき取ること）については、原則として各チームで床拭き用の布を用意し、選手が腰などにつけるように指導しておくこと。
・セット間（タイムアウト時）のワイピング（モップ）は各チームで行う。
（６）その他
・管理職（１名のみ）は、監督の申し出によりベンチに入ることができる。

・ベンチに入る外部指導者（コーチ）が居る場合は、顧問が競技委員に申し出ること。
・ゴミの持ち帰りの徹底を図る。特に応援の保護者にも各チームで徹底をすること。
・貴重品や靴の盗難に注意をする。生徒の下履きはギャラリーへ持っていく。

各チームでビニール袋などを用意し管理すること。
・試合終了後、相手ベンチへの挨拶は行わず、速やかにベンチを空ける。
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テクニカルタイムアウトについて
	熱中症予防のために【テクニカルタイムアウト】を採用します。



具体的には，
１　大会では，各セット（第３セットを含む）において，リードするチームが１３点に達したとき，３０秒間の給水のためのタイムアウトが自動的に適応される。その際，副審が吹笛をし，コートを退くよう促し計時する。ハンドシグナルは示さない。

２　このタイムアウトは給水を目的とするものであり，その間選手はウォームアップエリア（付近）で給水を行う。またチームスタッフはベンチに座っているものとする。（正式なルールでは「給水を行うか否かの判断は，選手本人の意志による。給水を行わなくても同エリア内にとどまること。控えの選手も同様である。」）であるが，熱中症予防のため今大会では，必ず給水を行う。（応援の選手や，生徒役員も給水を行う。）
３　３日目の第３セット（２５点制）も１３点の時点で適応する。
（１，２日目の３セットは１５点制なので８点でチェンジコートをした後に引き続きテクニカルタイムアウトとなる。その際，主審側を通ってコートを移動したチームの最後尾の選手がベンチ側のサイドラインを通過した時点で，副審が吹笛をし，計時を始める。）
４　正規の中断の要求やリベロプレイスメントよりも，このテクニカルタイムアウトを優先する。正規の中断の要求や，リベロプレイスメントを行う場合は，テクニカルタイムアウト後にその手続きをする。

　
　※　今回のテクニカルタイムアウトは「給水及び汗拭き」を目的としているので，次の点に注意する。

プレーヤー　　　ウォームアップエリアにおいて給水する。モップをかけるためにコートへ入ることは許されるが，それ以外はウォームアップエリア付近にいることとする。ウォームアップエリアへは最短距離となるコースを通って移動する。

チームスタッフ　ベンチに着席すること。プレーヤーに対して戦術的な指示を出すことはできない。

ただし，マネージャーは給水などの補充のため，ウォームアップエリアに行くことは認められるが，監督・コーチからの戦術的な伝言等をしてはならない。
※　テクニカルタイムアウト後，選手がコートインしたら，通常のＴＯの取り扱いと同様になる。

※　テクニカルタイムアウト以外に，従来通り各セット２回のタイムアウト（３０秒間）を各チームが要求することができる。
以上です。
専門部の先生方，監督の先生方（選手）はご理解を宜しくお願い致します。
